








































は 14 名で、三年生は 17 名で、四年生は 10 名である。
（2）
ただ、二年生 14 名中 1 名が無効回
答をしているので、有効回答は実際 40 名である（調査対象の情報は表 1 を参照）。 










二年生 11 名（2/9） 2 名（0/2） 0 19.62 13 名 
三年生 16 名（3/13） 0 1 名（1/0） 20.65 17 名 











・ ドラマ・アニメ・映画・歌の 4 つが各学年に共通するタイプと見られる。特に、
ドラマについては、学年ごとにそれぞれは 13 名中 12 名、17 名中 16 名、10 名中 9
名の学習者がそれを上位 3 タイプの中に挙げている（表 2 を参照）。 























二年生 13 名 12/1 12/0 12/1 3/9 0/3 ― 0/2 ― 
三年生 17 名 16/0 13/4 9/6 10/7 3/10 0/5 0/3 ― 
四年生 10 名 9/1 3/5 7/2 5/5 0/2 3/2 2/2 2/0 
計 37/2 28/9 28/9 18/21 3/15 3/7 2/7 2/0 















表 3 アンケート調査の質問 
 
（一）視聴するドラマの内容や名前を具体的に書きましょう。 




項目）から 3 つ選び、順番をつけて回答表に記入しましょう。 
①授業で習った語彙、文法、表現などを確認して、理解を深めたい 
  ②発音・アクセント・イントネーションをきれいにしたい 
  ③新しい語彙、文法、表現などを覚えたい 
  ④聞く・話す力を伸ばしたい 
  ⑤もっと日本語らしい表現を習いたい 
  ⑥語感を養成したい 
⑦日本語自体だけでなく、日本の文化や社会事情などへの理解を深めたい 
  ⑧特にはっきりしない 
⑨その他：     
問い２ ドラマ視聴の方法：視聴する際にどのようにしているのか。最もよく使う方
法を次の選択肢（7 項目）から 3 つ選び、順番をつけて回答表に記入しましょ
う。 
  ①特に何もしない。ただ見たり聞いたりするだけだ 
  ②分からない時、メモに書き残して、辞書などで調べたり先生に聞いたりすること
がある 
  ③聞き取れなかったりする時、何回も繰り返して聞いたり見たりする 
  ④面白い語彙や表現、言い回しなどをメモに書き残しておく 
  ⑤たいてい、その音声に倣って言うようにする 
  ⑥母国語に訳してみることがある 
⑦その他：     
問い３ ドラマ視聴の効果：ドラマ視聴を通して自分の勉強になったことがあるか。
最も効果的と考えるものを次の選択肢（7 項目）から 3 つ選び、順番をつけて
回答表に記入しましょう。 
  ①授業で習った語彙、文法、表現などを確認できて、理解を深めた 
  ②発音・アクセント・イントネーションは前よりきれいになった 
  ③新しい語彙、文法、表現などを覚えられた 
  ④日本語自体だけでなく、日本の文化や社会事情などへの理解を深めた 
 ⑤全体から見て日本語が上達している 
⑥特にない 
  ⑦その他：     
問い４ ドラマ視聴の経験：ドラマ視聴を通して感じたり気づいたりすることがある
か。最も感じたり気づいたりするものを次に挙げた選択肢（6 項目）から 3 つ
選び、順番をつけて回答表に記入しましょう。 
  ①内容がよく分からないから、あまり日本語の勉強に役に立たない 
  ②教室で習った日本語と違うところがある 
  ③知らない言葉を何度か聞いたり見たりしているうちに、自ずと覚えてしまう 
  ④日常の生活スタイルは中国とだいぶ違う 
⑤特にない 
  ⑥その他：     
問い５ ドラマ視聴の媒介：ドラマ視聴をする時に何を使っているか。最もよく使う
媒介を次に挙げた選択肢（8 項目）から 3 つ選び、順番をつけて回答表に記入
しましょう。 
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①ＤＶＤ ②ＶＣＤ ③ビデオ ④ＣＤプレーア ⑤ＭＤ ⑥カセットテープ 
⑦パソコン（中国語または日本語のサイトからドラマをダウンロードして視聴する） 
  ⑧その他：     
問い６ ドラマ資料の入手手段：ドラマ資料をどうやって入手しているか。最もよく
使う手段を次に挙げた選択肢（8 項目）から 3 つ選び、順番をつけて回答表に
記入しましょう。 







  ⑧その他：     
問い７ ドラマ視聴の時間：1 週間の平均の視聴時間を次に挙げた選択肢（10 項目）
から 1 つ選び、回答表に書いましょう。（「1 時間」は 0 時間以上～1 時間を言い、
1 時間を含む。「2 時間」は 1 時間以上～2 時間を言い、2 時間を含む。以下は同
様） 
  ①1 時間  ②2 時間  ③3 時間    ④4 時間      ⑤5 時間 












とどめておきたい。以下に、（二）の部分における 7 つの質問を中心に論を進める。 
先に問い 1 について、二年生の場合を例にして、データのまとめ方を述べた上で、議論
を展開していく。問い１「ドラマ視聴の目的や動機づけ」（前掲表 3 を参照）については、
次の表 4 と表 5 にまとめることができる。 
表 4 前三位に選ばれた項目及び各項目の学習者数（問い１） 
第一位（計 5 項目、12 名）：⑥4、④⑦各 3、⑤1、⑨（興味がある）1 
第二位（計 4 項目、12 名）：⑦5、⑤4、⑥2、②1 



















位の目的や動機づけとしては、項目⑥を選んだ人は 4 名、④と⑦を選んだ人はともに 3 名、
⑤と⑨（趣味がある）を選んだ人はともに 1 名ある。12 名の学習者は全員第一位を記入し
ており、あわせて 5 項目が選ばれている。同じように見ていくと、第二位としては計 4 項






ぞれは②3 名、③1 名、④5 名、⑤7 名、⑥8 名、⑦10 名、⑨2 名となる。また、12 名の学
習者は全員第一位から第三位まで記入しているため、「前三位の延べ学習者数」は 36 名と
なる。例えば、項目②については、延べ 36 名の学習者のうちに 3 名がそれを選んだので、
②を目的や動機づけとした学習者の割合は 8.33％となる。 
問い 2～問い 6 についても、以上の問い 1 と同じようにまとめることができよう（問い 7
については後述する）。また、三年生と四年生の場合についても、二年生の場合と同じよう
にまとめることができよう。詳細を省くが、結果は次の表 6 と表 7 のとおりになる。 
表 6 学年ごとにおける前三位に選ばれた項目と「各項目の延べ学習者数」 
問い 学年 前三位に選ばれた項目と「各項目の延べ学習者数」 
１ 二 ⑦10－⑥8－⑤7－④5－②3－⑨(興味がある)2－③1 [7]※ 
 三 ④13－⑥11－②7－⑤⑦各 6－①③各 2－⑨(面白いから)1 [8] 
 四 ④8－⑤7－⑦4－③⑥各 3－①2 [6] 
２ 二 ④10－③6－①⑤各 5－②⑥各 3 [6] 
 三 ④14－②13－①6－③5－⑤⑥各 4－⑦(中国語の字幕を見ないで日本語で考える)1[7] 
 四 ③7－②6－④5－①4－⑥3－⑤1 [6] 
３ 二 ②9－④8－③6－①5－⑤4－⑥⑦(コミュニケーションの種ができた)各 1[7] 
 三 ③④各 12－②11－⑤7－①6 [5] 
 四 ③④各 8－①5－②3－⑤2 [5] 
４ 二 ③11－④8－②6－⑥ 3
（5）
－⑤2 [5] 
 三 ③15－②13－④12－⑥ 3
（6）
－①1 [5] 
 四 ③9－②8－④6－⑥(日本人の発想や考え方はちょっとおかしい)1 [4] 
５ 二 ①10－⑦9－②3－③④⑥⑧(ラジオ)各 1 [7] 
 三 ⑦12－①11－②④⑧(MP3)各 4－③1 [6] 
 四 ①6－⑦5－③3－②⑧(MP3/MP4)各 2 [5]  
６ 二 ①12－⑤⑦各 7－②2 [4] 
 三 ①16－⑤13－⑦8－②3－⑧(テレビ)1 [5] 




表 7 学年ごとの「前三位の延べ学習者数」における「各項目の延べ学習者数」の割合 
問い 学年 割合（％） 
１ 二 ⑦27.78－⑥22.22－⑤19.44－④13.89－②8.33－⑨(表 6を参照)5.56－③2.78〔36※〕 
 三 ④27.08－⑥22.92－②14.58－⑤⑦各 12.50－①③各 4.17－⑨(表 6 を参照)2.08 〔48〕 
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 四 ④29.63－⑤25.93－⑦14.81－③⑥各 11.11－①7.41 〔27〕 
２ 二 ④31.25－③18.75－①⑤各 15.625－②⑥9.375 〔32〕 
 三 ④29.79－②27.66－①12.77－③10.62－⑤⑥各 8.51－⑦(表 6 を参照)2.13 〔47〕 
 四 ③26.92－②23.08－④19.23－①15.38－⑥11.54－⑤3.85 〔26〕 
３ 二 ②26.47－④23.53－③17.65－①14.71－⑤11.76－⑥⑦(表 6 を参照)各 2.94 〔34〕 
 三 ③④各 25.00－②22.92－⑤14.58－①12.50 〔48〕 
 四 ③④各 30.77－①19.23－②11.54－⑤7.69 〔26〕 
４ 二 ③36.67－④26.67－②20.00－⑥10.00－⑤6.67 〔30〕 
 三 ③34.09－②29.55－④27.27－⑥6.82－①2.27 〔44〕 
 四 ③37.50－②33.33－④25.00－⑥(表 6 を参照)4.17 〔24〕 
５ 二 ①38.46－⑦34.62－②11.54－③④⑥⑧(ラジオ)各 3.85 〔26〕 
 三 ⑦33.33－①30.56－②④⑧(MP3)各 11.11－③2.78〔36〕 
 四 ①33.33－⑦27.78－③16.67－②⑧(MP3/MP4)各 11.11 〔18〕 
６ 二 ①42.86－⑤⑦各 25.00－②7.14 〔28〕 
 三 ①39.02－⑤31.71－⑦19.51－②7.31－⑧(テレビ)2.44 〔41〕 
 四 ⑤45.00－①35.00－⑦10.00－②③各 5.00 〔20〕 
（※丸数字は項目の番号を、算用数字は割合を、[ ]中は「前三位の延べ学習者数」を示す） 
 















































































































相違点：（a）二年生（12 名）は 7 項目、三年生（16 名）は 6 項目、四年生（9 名）は 5
項目であるように、一人当たりの項目数は 0.58－0.38－0.55 となっている。つまり、二年
生のうち、多様な媒介を試みようとする学習者がやや多い。(b)③ビデオについては、二、





































表 8 各学年における 1 週間の視聴時間 
二年生（12 名） ⑦3（25.00％※）－①④⑧各 2（16.67％）－②③⑨各 1（8.33％） 
三年生（16 名） ⑤4（25.00％）－④3（18.75％）－①②③⑦各 2（12.50％）－⑥1（6.25％） 
四年生（9 名） ②④⑧各 2（22.22％）－①③⑤各 1（11.11％） 
（※25％とは⑦を選んだ学習者が二年生〈12 名〉の 25.00％を占めるということを意味する。以下同） 
 上の表によれば、以下の三点がわかるだろう。 
(a)学年ごとの状況：二年生では、視聴時間が一定しない（⑨）という回答が 1 名ある
ほか、1 時間・2 時間・3 時間・4 時間・7 時間・7 時間以上という回答であり、それぞれは
1 名～3 名程度である。最高は 7 時間以上（⑧）で、学習者の 16.67％を占める（％は）。
最低は 1 時間（①）で、学習者の 8.33％を占める。三年生では、1 時間～7 時間という回
答であり、それぞれは 1 名～4 名程度である。最高時間（7 時間）と最低時間（1 時間）は
ともに 12.50％を占める。四年生では、1 時間・2 時間・3 時間・4 時間・5 時間・7 時間以
上という回答であり、それぞれは 1 名～2 名程度である。最高時間（7 時間以上）と最低時
間（1 時間）はそれぞれ 22.22％と 11.11％を占める。 
(b)最高時間と最低時間：(a)に述べたように、最高は 7 時間以上（⑧）で、三学年を合
わせて 4 名あり、学習者（37 名）の 10.81％を占める。また、最低は 1 時間（①）で、合
わせて 5 名あり、学習者（37 名）の 13.51％を占める。 
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(c)一週間の平均視聴時間：二年生では平均して 1.89 時間（⑧「7 時間以上」2 名と⑨
「特に一定しない」1 名を含まない）、三年生では平均して 1.75 時間、四年生では平均し
て 2.14 時間（⑧「7 時間以上」2 名を含まない）となる。四年生は最も多く、二年生はそ
れに次ぎ、三年生は最も少ないが、特に大きな開きが見られない。なお、⑧を入れて考え
れば、二年生は 2 時間を超えるようになり、また、四年生はさらに多くなり得る。つまり、


































・1 週間の視聴時間において、平均して 2 時間ほどである。ただ、三年生は二、四年生






















































 [資料] 以下にドラマの名前を掲げる。（ ）中の漢数字はそれぞれ二年生、三年生、四年生が視聴したものを言う。 
（1）一学年だけ視聴する物 24本： １リットルの涙（二） 砂の器（二） 白夜行（二） 漂流教室（二） 
大奥（三） オレンジ・ディーズ（三） 世界の中心で愛を叫ぶ（三） 翼が折れる天使（三） 眠
れる森（三） 一つの屋根の下（三） 富豪刑事（三） 笑える恋はしたくない（三） 君はペット
（四） 金田一少年記事簿（四） 14歳の母（四）  セーラー服と機関銃（四） 鉄板焼の少女ア
カネ（四） トリック（四） ニュースの女（四） 不信の時（四） マイボス・マイイーロー（四） 
GTO（三） Good Luck（四）  Slow dance（四）  
（2）二学年に共通して視聴する物 10本： 危険なアネキ（二／三）  結婚できない男（二／三） 花
より男子（二／三） クロサギ（二／四） 電車男（二／四） 女王の教室（三／四）  たった一
つの恋（三／四）  魔女の条件（三／四）  大和撫子（三／四） Attention please（三／四） 
（3）三学年に共通して視聴する物 4本： 
東京ラブストーリー  ドラゴン桜  野豚をプロデュース ロングバーケーション  
 
（北京師範大学外国語学院日文系専任講師 リュウ・レイ） 
 
 
